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1920年代のフランスとアメリカは、第一次世界大戦後の好景気に沸き「狂騒の時代」と呼ば

れる華やかな時代を迎えました。自動車や飛行機といった工業的なモティーフ、サ ーカスやキャ

バレーの喧騒、最新のファッションを身にまとうモダン ・ ガールなどからインスピレーションを

得たア ーティストたちの作品は、現代への賛美ともいえるものでした。一方でこの時代には

ドイツを中心に、戦争の惨禍を深く刻み込んだ作品や、享楽的な世相への皮肉、あるいは近代

化に対する不安感を表現した作品も生まれました。事実、世界恐慌やファシズムの台頭によっ

て平和な時代は10年ほどで終焉を迎え、1939年の第二次世界大戦勃発によってアートシーン

は大きく揺さぶられることとなります。

本展覧会では、ふたつの世界大戦の狭間にあたる約20年間に焦点を当て、モダニズムの

時代を版画に表したアーティストたちの作品約230点を展示します。パリのファッション雑誌を

彩ったポショワ ール（ステンシル）、市井の生活をシニカルに描き出したドイツの版画集、シュル

レアリストの実験的な銅版画など、社会の変革期につくられた作品は100年後を生きる私たち

に何を問いかけてくるでしょうか。
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